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スマホ・ケータイ
安全教室9･27（水）

兵庫県立大学ソーシャルメディア研究会の協力を得

て、大学生を講師として行う情報モラル授業が、本年

度も実施されました。

大学生の二人は、自身のニックネームやスマホ利用

の様子を紹介するなど、親しみやすい雰囲気の中で、

具体的な事例における問題点を生徒に問いかけながら、

講義を進めました。年齢の近い大学生が話をしてくれ

るとあって、生徒はいつにも増して熱心に耳を傾け、

ネット利用の在り方について真剣に考えました。

「この言葉わかりますか？」 教員研修も実施～６・28～
「①パズドラ ② SNOW ③インスタ ④スマホ育児 ⑤ユーチューバー、

これらの意味がわかりますか？」・・・私たち教員の研修は、こんな質問から始

まりました。

講師は、岡山県総合教育センターの指導主事。生徒の利用実態に後れを取ら

ないようにと、スマホ・ネット問題の最新情報を教えていただくとともに、理

解を深めるための協議や演習を行いました。

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ A cheerful greeting with a smile is connected to peace. ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

＊＊自ら学び考える心豊かで活力ある生徒の育成＊笑顔と意欲にあふれ活力ある学校づくり＊＊

全体講義の後は各クラスでの学習。自分の考えをまとめ

た上で、グループ協議。最後にはクラス全体でこの日の

学びを共有しました。生徒の感想の一部を紹介します。

【感想より①】スマホとは一定の距離をおき、よく考

えて使う。大事なものは、スマホの中にしかないわけ

ではないことを常に考えたい。

【感想より②】文字で気持ちを表現するときは、相手が

傷ついたり、誤解するような内容・表現になっていない

ことを常に確認する。

【感想より③】スマホは便利な道具だが、常に危険と

隣り合わせであることに気をつける。困った時は相談

することも忘れないようにしたい。


